













































1,極 性溶液中におけ る光誘起電荷分離(chargeseparation,CS)と ラジカルイオソ対(RIP)の再
結合(charger㏄ombination,CR)5)
A'…D→A一 …D+の よ うな光誘起C
S過程の ダイナ ミックスは、A8か らの蛍
光がCSに よって消光す る滅衰曲線の詳細
な測定によって調べることもできるが、R .



























すよ うにPer+の吸収 スペ ク トルの強度は
数100ピコ秒の時定数で減衰 しなが ら一定





























割過渡吸収 スペク トルによる観測。7GO㎜ 附近
の吸収帯:Per8,530nm附近の吸収帯:Per、
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を実験的に求め られる。上に も述べた ように、種々の観点から、RIPに おけるCR過 程を支配する
因子の解 明が重要な問題であ り、その一つは、RIP状 態 と基底状態の間の自由エネルギーギャップ
ー△GOCRと々CRの関係である。図1の と同様の測定を種 々のA,D系 について行い、一 △GOCRを広
範に変化させて島Rの それへの依存性を調べ ると、一 △σOCRが非常に大きい所では島 鷺は小さく、一
△σ。CRの減少とともに大 きくなるが、あ る程度以上一 △σOCRが小 さくな るとその減少とともに々CR
も減少する。このような傾向は理論的に予測されていたことであるが、励起一重項状態から生成 した
RIPに おけるCR反 応については、一 △GOCRの全領域にわたる々CKの実験値は存在せず、我 々の
ピコ秒分光による詳細な測定では じめて明らかになった。所がこの研究では、生物学的にも重要で、
種々の観 点か らよく研究されているポ リフィ リソとキノソ(ペソゾキノソ、 トルキノソ等)の系は、規R
と一 △00CRの間のベル型の関係で言 うと、頂点附近 の々偲 になることが明らかにな った。すなわち、
ポ リフィリンーキノンRIPは 、数 ピコ秒以内に超高速CR失 活 をするわけであ り、光エネルギーの
高効率利用 とい う観点か らは極めてまずい系である。実際の生体系の光合成細菌の反応中心では、 ク
ロロフィル ダイマーからモノマーを経てフェオフィチ ソに電子移動する超高速CSが 起 こり、それか
らさらにキノソへ移動するため、+の 中心 と一の中心の間の距離 が大き くな り、またそれらの間の配
向も関係 して、CR失 活を支配す るも う一つの重要な因子であるそれ らの間の電子的相互作用のマ ト
リックスエ レメソ トが非常 に小さくなって簡単にCRで きな くなると考え られ る。ポル フィリソとキ
ノソが生体の光合成反応中心の重要な構成要素として使われているのは、それがCR失 活の問題で都
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